
令和４年度 秋田県高等学校総合体育大会バレーボール競技 確認事項 

 

１ 開会式及び閉会式等について 

・ 開会式及び閉会式、代表者会議は実施しない。 

・ 最終日、男女準決勝・男女決勝後にコート表彰を実施する。ただし、状況による。 

２ 選手受付について 

・ 各チームは１F から入館後、出入口付近の指定された場所で受付を行い、「報告書１」を提出する。

受付担当者は、「報告書１」をもとに生徒数等を確認する。 

・ 「エントリー変更用紙」は初戦の試合設定時間３０分前まで、本部に提出する。なお、チームの入 

館は自チームの試合設定時間の６０分前とする。(係等がある場合を除く。) 

・ 試合後、着替えや補助員等を終えたら、速やかに退館すること。 

 ・ チームは指定された場所（観客席）を控え室とすること。 

３ 各試合について 開館７：４５～ 開場（フロア）８：００～  

・ サブアリーナの利用について 

 利用が認められていないので、各チームで対応すること。 

・ 開館後の練習割り当てを次の通りとする。 

（男子）６ ／ ４（土）・５（日）     ～８：１５  第２試合のチーム 

                 ８：１５～      第１試合のチーム 

                １２：４５～１３：１５ 第５試合のチーム 

                １３：１５～      第４試合のチーム 

          ６（月）       ９：３０～      準決勝進出チーム        

（女子）６ ／ ４（土）・５（日）     ～８：１５  第２試合のチーム 

                 ８：１５～      第１試合のチーム 

                １２：４５～１３：１５ 第５試合のチーム 

                １３：１５～      第４試合のチーム 

          ６（月）      ８：００～      準決勝進出チーム 

・ 試合設定時間が過ぎた場合、ゲームセットからプロトコールまでを１０分とし，次の試合のチーム 

に限りボールを使った練習を認める。（最大限配慮して）ただし，試合が連続する場合は，競技役員

の指示に従うこと。 

・ 監督・コーチ・マネージャーは，それぞれのマークを所定の位置（左胸）に付けること。なお，マ 

ークを付けていないものは，ベンチに入ることを認めない。 

・ ベンチスタッフは、ジャケットまたは統一された服装でなければならない。ただし、統一されたジ

ャージであっても、スタッフの数名が脱ぐ場合は下に着るポロシャツを統一しなければならない。 

・ 選手は試合に関係するところ以外ではマスクを着用し、スタッフもマスクを着用すること。 

・ 試合中のワイピングはコートの選手で行うことを原則とするが，ベンチメンバーまたはワイパー 

専門の２名を置くことを認める。ただし、応援することはできない。 

 ・ 状況に応じて、給水タイム（１３点時）を実施することもある。 

 ・ 各セット、自チームでベンチ等を消毒してからコートチェンジをすること。 

４ ユニフォームについて 

・ ユニフォームは競技規則どおりのものを着用すること。 

・ リベロプレーヤーは，他のプレーヤーと対照的な色のユニフォームを着用すること。リベロが互い 

に異なるユニフォームを着用してもよい。 



・ ユニフォームのパンツからはみ出すインナーや，くるぶしの隠れない丈のソックスの着用は禁止 

する。 

５ 補助員について 

・ 各チームの顧問は円滑な運営のため、一般審判員及び補助員への協力をすること。 

・ 記録・ラインジャッジ等の補助員に関わるトラブルを防止するため，各校で生徒への指導を十分に

行うこと。補助員を行う際には、青ボールペンを持参する。 

・ 試合が終了した両チームから５名（予備１名含む。）ずつ，補助員の協力をお願いする。 

・ 補助員を行う生徒は，ユニフォーム以外の統一した服装（マスク着用）で行うこと。 

・ 大会最終日の補助員については、試合があるチーム以外で担当する。 

６ 選手のマナーについて 

・ 選手の頭髪は，見苦しくないようきちんと整髪すること。茶髪等は一切禁止する。 

・ チームウェアー着用時には，上下ともファスナーをきちんと閉めること。 

・ 試合中の審判員に対する不作法なアピールは慎むこと。 

・ 土足禁止を徹底すること。 

７ 感染症対策について 

・ 感染状況を踏まえ、各チームの応援者について、最大３０名までの入場を認める。 

（１）応援者の入場は自チームの試合設定時間の２０分前とする。 

（２）２F から入館し、指定された場所で受付を行い、応援者の代表が「報告書２」を提出する。

受付担当者は、「報告書２」をもとに応援者数等を確認する。 

（３）入場する応援者は、「学校名」「番号」の書かれたネームホルダーを着用すること。 

（４）マスクを着用の上、できるだけ間隔をあけて座り、応援は拍手のみとする。 

・ 更衣室の利用について、着替えのみの利用とし、次に試合があるチームのみ指定された場所での使

用を認める。ただし、自チームの試合があった場合には、次の試合が始まるまでに着替え終わるこ

と。（複数チームの利用は不可、更衣室に荷物は置かないこと。） 

・ スポーツドリンクのボトルやタオルは共有しないこと。（管理も別にすること。） 

・ 試合前後の握手はせず、アタックライン付近で互いに礼をしたらベンチに戻ること。審判への挨拶

も控え、監督が代表して行う。円陣やハイタッチなど、互いに直接触れる行為を控えること。 

・ チーム一体となった応援は控え、ベンチメンバーもマスクを着用すること。換気は試合間などを利

用して実施する。 

・ 控え選手についても観客席での応援は拍手のみとし、声をだしての応援はしないこと。座席もでき

るだけ間隔をあけ、密を避けること。また、マスクを着用すること。 

８ その他 

・ 開場（体育館のフロア入場）時間は，３日間ともに午前８時とする。なお，フロアでの練習はコー

ト使用割り当てのチームで話し合い，使用すること。 

・ ゴミは各チームで責任を持って持ち帰ること。 

・ 昼食の受け渡しやゴミの引き取りはチームで責任を持って行い，本部に届いたり，会場にゴミを残

したりすることがないようにすること。 

・ 各会場の使用にあたっては，使用上の注意をよく守ること。 

・ 施設の破損・汚損があった場合には，直ちに各会場の本部まで申し出ること。 

・ 貴重品の管理は，各チームで責任を持って行うこと。 

 


